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刊行のことば
　プラートの美術と聖帯崇拝という研究テーマを抱えて渡
伊して以来、イタリア人は言うまでもなく、日本人の友人か
らも、「どうしてプラートなのか？」という質問を度々受ける。
この問いには、初期ルネサンスの作品を扱いながらもなぜ
聖遺物崇拝という中世的な現象を問題とするのか、フィレ
ンツェ芸術家の作品を論じながらもどうしてひなびた小都
市プラートにこだわるのか、といった意味が暗に含まれてい
る。
こうしたテーマ設定にたどり着くまでには、思い返せばいく
つもの偶然の積み重ねがあった。とりわけ、中学時代から愛
読していた故辻邦生氏の長編小説『春の戴冠』をきっかけ
として、美術史を専攻することに決めた学部３年時に、辻佐
保子先生が研究室にいらしたという幸運は大きい。最初に
ボッティチェッリ、続いてフィリッポ・リッピと初期ルネサンス
絵画の勉学を進めたものの、聖遺物崇拝や奇蹟譚といっ
たキリスト教中世のメンタリティが、自分でも気づかぬまま
に歴史理解の基盤として刷り込まれた。大学院ではサント・
ステファノ大聖堂主要礼拝堂のフィリッポ・リッピの壁画に
続き、アニョロ・ガッディの壁画について考察を進めたが、ほ
どなくして、プラートの聖帯崇拝とその伝説に強く惹かれる
ようになった。中世美術の専門家の指導でルネサンス美術
を研究するという、やや変則的な状況に慣れきっていた著
者にとって、プラートの聖遺物崇拝を作品分析の視点とし
て持ち込むことは、実のところごく自然な発想だったのであ
る。
しかしながら、トスカーナの聖遺物崇拝や聖者崇拝が都市
の愛郷心や政治と深く結びついたものであったということを、
ようやく肌で理解できるようになったのは、1996～98年の
フィレンツェ留学時であった。ピサの散策中に偶然通りか
かった工事現場では「ルッカ・メルダ（ルッカ糞ったれ）」、ピ
ストイアの町はずれの倉庫の壁には「プラート・メルダ」とい
うスプレーの落書きを見つけ、都市同士の競争心が連綿と
現代にまで続くことを実感した。1999年9月8日に聖帯の顕
示を見に行った折には、百合の紋章の旗を掲げるフィレン
ツェの旗手が大聖堂に進む様子を見ていたプラート住民
たちが、「俺たちはフィレンツェ人じゃない、プラート人なん
だ！」と口々に言い合うのを耳にした。また、フィレンツェに間
借りしていたアパートの前のスタディアムでは、隔週ごとに
都市対抗の「戦争」としてのサッカー試合が繰り広げられる
のを目の当たりにした。強豪チームとの試合前は、地元フィ
オレンティーナのチーム・カラーである紫色のマフラーを身
につけていないと、身に危険が及びかねない程の熱狂ぶり
であった。こうした様々な体験と偶然、多くの方々の助力が
あって、またおそらくは聖帯のご加護もあって、およそ10年
の研究成果が本書となったわけである。


